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成

康

一
九
八
四
年
十

一
月
二
十
三
日
及
び

一
九
八
五
年
四
月
二
十
六
日
の

二
回
に
分
け
て
房
山
雲
居
寺
の
調
査
研
究
を
行
な
い
、
房
山
雲
居
寺
の

現
況
調
査
及
び
所
蔵
さ
れ
て
い
る
石
経
の
調
査
を
行
な

っ
た
。
又
、

一

九
八
四
年
十

一
月
二
十
日
に
は
、
雲
居
寺
石
経
と
関
係
が
深

い
と
さ
れ

る
契
丹
版
が
発
見
さ
れ
た
山
西
省
応
県
の
木
塔
を
調
査
す
る
機
会
を
得

た
。
更
に

一
九
八
五
年
の
房
山
研
究
旅
行
の
後
、
北
京
に
於
い
て
中
国

仏
教
協
会

の
協
力
に
よ
り
、
房
山
石
経
中
の
新
発
見
散
失
経
典
で
あ
る

「梵
本
般
若
心
経
」
「釈
教
最
上
乗
秘
密
陀
羅
尼
集
」
「
一
切
菩
薩
名

集
」
の
四
本

(梵
本
般
若
心
経
は
異
訳
二
本
)
を
写
真
撮
影
す
る

こ
と
が

で
き
た
。

こ
れ
等
の
新
発
見
経
典
に
関
し
て
は
、
現

在
整
理
中

で
あ

り
、
発
表
を
後
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
、

こ
こ
で
は
、
房
山
、
及
び

そ
の
石
刻

の
歴
史
と
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

言
う
ま
で
も
な
く
石
刻
の
歴
史
は
、
反
仏
教
政
策
を
執
る
王
朝
の
仏

教
排
斥
か
ら
仏
典
を
守
る
た
め
に
行
な
わ
れ
た
。
「
鼓
山
唐
琶
刻
経
銘
」

に
練
細
有
壊
、
簡
策
非
久
、
金
牒
難
求
、
皮
紙
易
滅

と
述

べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
紙
な
ど
に
書
か
れ
た

経
典

は
壊

れ
や
す

い

が
、

石
経
は
永
く
保
存
で
き
る
と
し
て
い
る
。

又
房
山
石
経
の
発
願
者

で
あ
る
静
碗

の
師
匠
で
あ

っ
た
南
岳
慧
思
が

慮
東
土
蔵
教
有
殿
滅
時
、
発
悪
刻
石
蔵
、
悶
封
岩
鰹
中
。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
「
法
難
」
に
際
し
て
も
、
石

に
経
典
を
刻

ん

で
お

け
ば
後
世
に
仏
典
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
造
ら
れ
た
石
経
は
房
山
石
経
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
河
北
省
武
安
県
の
響
堂
山
石
経
や
、

四
川
省
安
岳
県
の
安
岳
石

経
な
ど
が
あ
る
。
特
に
、
規
模
に
於
い
て
房
山
石
経
に
劣
る
が
、
安
岳

石
経
は
ま
だ
研
究
の
手
が
の
び
て
お
ら
ず
、

こ
れ
か
ら
の
研
究
が
待
た

れ
る
。
現
在
、
中
国
に
現
存
す
る
刻
石
石
経
に
は
、
有
名
な
も
の
と
し

て
泰
山
の

「金
剛
石
経
」
や
、
山
西
省
風
硲
の

「華
厳
経
」
な
ど
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、

こ
れ
等
の
石
刻
に
は
製
作
年
号
が

な
く
、

い
つ
製
作
さ
れ
た
も
の
か
わ
か
ら
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
房

山
石
経
や
、

河
南
省
武
安
県
の

「響
堂
山
石
経
」
、
「安
岳
石
経
」
な
ど

は
年
号
も
残
さ
れ
て
お
り
、
又
、
そ
の
規
模
に
於
い
て
も
、
泰
山
の
も
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の
な
ど
に
く
ら
べ
て
非
常
に
大
き
い
。
響
堂
山
石
経
は
、
北
斉
の
天
統

四
年

(五
六
八
)
か
ら
武
平
三
年

(五
七
二
)
に
か
け
て
製
作
さ
れ
た
事

が
常
盤
氏

の

「
中
国
仏
教
史
跡
踏
査
記
」
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

又
、
ま
だ
外
国
人
研
究
者
が
入

っ
て
お
ら
ず
確
実
な
研
究
成
果
が
で
て

い
な
い
が
、
中
国
側

の
発
表
に
よ
れ
ば
、
「安
岳
石
経
」
は
唐

の
開

元

年
間

(七

一
三
-
七
四
一
)
に
刻
石
さ
れ
た
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な

っ
て

い
る
。

こ
れ
等
の
石
刻
に
対
し
て
、
房
山
石
刻
は
、
静
碗

の
発
願

(貞

観
+
三
年
六
一二
九
年
)
以
来
、
唐
刻
を
経
て
、
遼
代
の
契
丹
版
を
底
本
と

す
る
遼
刻
、
金
刻
、
元
刻
の
、
唐
代
か
ら
元
に
至
る
、
約
七
百
年
以
上

に
亘
る
長

い
歴
史
を
持

っ
て
お
り
、
質
、
量
供
に
他
の
石
刻
を
上
ま

っ

(1
)

て
い
る
。
又
、
解
放
以
後
、
応
県
の
木
塔
か
ら
発
見
さ
れ
た
僅
か
四
七

部
を
残
す

の
み
で
あ
る
契
丹
版
大
蔵
経
を
底
本
と
し
て
刻
石
さ
れ
た
房

山
石
経
は
、
契
丹
版
大
蔵
経
の
姿
を
探
る
う
え
で
、
貴
重
な
資
料
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
等
房
山
石
経
が
保
存
さ
れ
て
い
る
、
房
山
雲
居
寺
の
現
況
は
、

日
本
軍
の
爆
撃
に
よ
る
と
さ
れ
る
破
壊
に
よ

っ
て
、
昔
日
の
大
伽
藍
を

想
像
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
房
山
雲
居
寺
の
現
状
に

つ
い
て
は
、
別

表
に
示
し
た
如
く
で
あ
る
。
昔
日
の
房
山
雲
居
寺
の
様
子
や
、

そ
の
歴

史
的
変
遷

に
つ
い
て
は
、
塚
本
氏
等
の
房
山
調
査
研
究
の
成
果
で
あ
る

(2
)

「房
山
雲
居
寺
研
究
」
に
詳
し
い
が
、

こ

こ
で
は

「房
山
雲

居
寺
研

究
」
や
、

そ
の
他
の
房
山
関
係
資
料
に
み
ら
れ
る
重
要
な
仏
教
関
係
資

料
が
、
現
在
ど
れ
ほ
ど
保
管
さ
れ
て
い
る
か
に

つ
い
て
述

べ
て
み
た

い
。清
代
以
前
に
於
い
て
は
、
本
来
雲
居
寺
と
供

に
東
硲
寺
が
在
り
、
雲

居
寺
自
体
も
西
硲
寺
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
、
諸
資
料
よ
り
明
ら
か

で
あ
る
。

東
硲
、
西
硲
両
寺
、
石
経
洞
之
左
右
翼
也
。
(燕
都
遊
覧
志
)

現
在
、

こ
の
東
硲
寺
を
見
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
「房
山
雲
居
寺
研

究
」
'
に
よ
れ
ば
、
当
時
東
硲
寺
を
含
め
た
房
山
関
係
の
碑
文
が
百
二
碑

あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
石
経
洞
第
六
の
前
に
あ

っ
た
と
さ

れ
る
五
碑
の
内
、
元
刻
の

「重
修
華
厳
堂
経
本
記
」
は
、
現
在
失
わ
れ

て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し

「帝
京
景
物
略
」
を
見
る
と
、
往

時
は
十

一
碑
在

っ
た
と
記
し
て
お
り
、
塚
本
氏
が
滞
在
し
た
昭
和
十
年

当
時
に
は
、
す
で
に
六
碑
欠
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
又
、
明
代
に
著

さ
れ
た

「盤
又崖
集
」
(周
枕
)
に
は
、
「
左
右
見
有
碑
十
余
…
…
」

と
述

べ
る
よ
う
に
、
更
に
多
い
碑
文
が
有

っ
た
と
思

わ

れ
る
。
た
だ
、
「
重

修
華
厳
堂
経
本
記
」
は

「房
山
雲
居
寺
研
究
」
に
そ
の
拓
本
が
載
せ
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
述
べ
た
雲
居
寺
石
経
洞
に
対
し
て
、
雲
居
寺
自
体
に
は
、
常
盤

(3
)

氏
が

「
…
…
堂

々
た
る
大
伽
藍

で
あ

る
。
大
殿

が
毘
盧
、
釈
迦
、
薬

師
、
弥
陀
、
大
悲
菩
薩
を
中
心
と
す
る
五
重
と
な
っ
て
、
南
北
に
二
大

宝
塔
が
あ
り
、
南
の
は
厭
経
塔
と
せ
ら
れ
、
北

の
は
紅

塔
と

い
は
る

る
。

こ
れ
に
付
属
し
た
建
物
や

小
塔
や
、
経
憧
、
仏
憧

が
幾

つ
も

あ

り
、
…
…
」

と
述
べ
る
記
述
や
、
「
房
山
雲
居
寺
研
究
」
に
付

さ

れ
て

房
山
雲
居
寺

に
つ
い
て

(
石

橋
)
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い
る

「
西
域
寺
堂
塔
図
」
か
ら
は
、
想
像
も

つ
か
な
い
ほ
ど
、
破
壊
さ

れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
現
在
、
雲
居
寺
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
常
盤
氏
が

「
紅
塔
」
と
呼
ん
で
い
る

「北
塔
」
と
、
北
塔
を

中
心
と
す

る
保
管
庫
に
残
さ
れ
た
石
碑
や
梵
鐘
、

そ
の
他

「三
公
墓
」

と
呼
ば
れ
る
墳
墓
の
み
で
あ
る
。
昔
日
に
は
百
を
数
え
た
と
さ
れ
る
石

碑
も
今
は
僅
か
に
保
管
庫
に
唐
碑

一
、
遼
碑

一
、
元
碑
三
、
明
碑

一
、

清
碑
二
を
残
す
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
他
唐
開
元
十
年
の
銘
が
あ
る
仏

憧
が
四
基
、
遼
代
製
造
の
石
塔
が
四
基
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
に
は

「金
石
文
字
記
」
な
ど
に
記
載
さ
れ
る
有
名

な

「雲

居
寺
石
浮
屠
銘

(開
元
十
年
)」
は
無
い
。
燕
都
遊
覧
志
に
よ
れ
ば
、

寺
門
右
石
浮
屠
銘
、
大
原
王
大
悦
撰
井
書
、
立
於
開
元
十
五
年
二
月
。

と
述

べ
る
よ
う
に
、
以
前
は
寺
門
の
右
に
こ
の
碑
文
が
あ

っ
た
。
「房

山
雲
居
寺
研
究
」
で
は
こ
の
碑
文
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も

塚
本
氏
等
が
雲
居
寺
を
訪
れ
た
と
き
に
は
ま
だ
現
存
し
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
他
、

こ
の
保
管
庫
に
は
、
遼
代
の
石
経
刻
石
の
経
緯

を
著
し
た
重
要
な

「
千
人
邑
会
之
碑
」
を
残
し
て
い
る
。

こ
の
石
碑
が

建
て
ら
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は

「
房
山
県
志
」
に

協
力
唱
和
、
結

一
千
人
之
社
、

一
千
人
之
心
、
春
不
妨
耕
、
秋
不
廃
獲
。
立

其
信
、
導
其
教
、
無
貧
富
後
先
、
無
貴
賎
老
少
、
施
有
定
例
、
納
有
常
期
。

貯
於
庫
司
、
補
鼓
寺
傷
欠
。

と
述

べ
る
よ
う
に
、
当
時
の
寺
院
経
済
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ

っ
た

か
を
示
す
貴
重
な
文
化
史
的
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

保
管
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
文
物
の
他
に
現
存
す

る
も

の
と
し
て

は
、
房
山
石
経
の
発
願
者
、
静
碗

の
墓

で
あ

る

「碗

公
塔
」
、
「
三
公

墓
」
が
あ
る
。
現
在
は
旧
雲
居
寺
境
内
に
あ
る
が

「
幾
輔
仙
釈
志
」
に

自
階
大
業
迄
唐
貞
観
、
大
浬
藥
経
成
。
是
夜
山
吼
生
香
樹
三
十
余
本
。
…
…

因
構
雲
居
寺
。
今
香
樹
林
後
現
公
塔
存
焉
。

と
述

べ
る
よ
う
に
、
以
前
は
雲
居
寺
境
内
の
外
に
在

っ
た
こ
と
が
わ
か

(4
)

る
。
「房
山
雲
居
寺
研
究
」
で
も
三
公
塔
の
北
に
香
樹
庵

と
呼
ば

れ
る

庵
が
あ
り
、

そ
の
北
に

「
碗
公
塔
」
が
あ

っ
た

と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
み
て
も
、
以
前
は
境
内
の
外
に
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
又
、
解

放
以
後

の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
こ
の
碗
公
塔
の
下

か
ら
静
碗
の
も
の
と

思
わ
れ
る
石
棺
が
出
土
し
、
現
在
雲
居
寺
文
物
管
理
局
の
展
示
室
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。

解
放
以
後
、
中
国
側
で
は
、
文
物
管
理
局
、
仏
教
協
会
が
中
心
と
な

っ
て
整
理
、
研
究
に
あ
た

っ
て
い
る
が
、

そ
の
整
理
中
に
発
見
さ
れ
た

の
が
上
述
し
た

「
梵
本
般
若
心
経
」
等
の
経
典

で
あ
る
。
梵
本
般
若
心

経
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
か
ら
の
漢
字
を
使

っ
た
音
訳
本
で
あ
り
、
不

空
訳
の
梵
本
般
若
心
経
は
敦
煙
本
か
ら
発
見
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
ス

タ
イ
ン
本
を
見
る
限
り
、

そ
の
文
字
に
は
か
な
り

の
異
同
が
あ
り
ま
た

房
山
石
経
か
ら
発
見
さ
れ
た

「
慈
賢
訳
梵
本
般
若

心
経
」
は
、
未
発
見

の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
音
韻
学
や
、
契
丹
版
を
含
め
た

版
本
史
の
研
究
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
ろ
う
。

以
前
、

文
物
管
理
局
と
仏
教
協
会
が
共
同
で

「房
山
雲
居
寺
石
経
」
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を

出

版

し

た
。

し

か

し

こ
の
本

は
雲

居

寺

石

経

の

一
部

で

あ

り
、

房

山

雲

居

寺

の
全

容

を
速

や

か

に
出

版

さ

れ

る

こ

と
を

期

待

す

る
も

の

で
あ

る
。

1

文
物

一
九

八
二
年
第
六
期
参
照
。

2

東
方
学
報
、

京
都
第

五
冊
副
刊

「
房
山
雲
居
寺
研
究
」
。

3

支
那
仏
教
史
跡
踏
査
記

常
盤
大
定
著

一
一
〇
頁
。

4

東
方
学
報
、

「
房
山
雲
居
寺
研
究
」

四
二
七
頁
。

(
付
記
)

こ
の
報
告
は
、
浄

土
宗
宗
務
庁
、

及
び
中
国
教
育

部

か
ら
頂

い
た
奨
学

金
に
よ
る
中
国
留
学
中
に
得

た
資
料

に
依

る
も

の
で
あ
る
。

こ
こ
に
深
厚

な
る
謝
意

を
表

す
る

も

の
で
あ
る
。

(仏
教
大
学
非
常
勤
講
師
)

ム 重蒼

冒 右浄

食 石 祷

弁 柵

風 薫沌

瓦 獅 子

房
山
雲
居
寺

に

つ
い
て

(
石

橋
)
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